
【第4号議案】

（単位：円）

予算額 前年度予算額 増　減 備　考

［1］経常増減の部

１．経常収益の部

54,270,000 55,276,463 △ 1,006,463

大会事業収入 33,900,000 32,400,000 1,500,000

展示会運営委員会収入 0 0

技術調査事業収入 9,240,000 12,396,463 △ 3,156,463

教育事業収入 3,550,000 3,000,000 550,000

会誌発行委員会収入 3,350,000 3,940,000 △ 590,000

国際事業収入 200,000 80,000 120,000

支部事業費収入 4,030,000 3,460,000 570,000

（2）法人会計収入 42,320,000 43,800,000 △ 1,480,000

42,280,000 43,760,000 △ 1,480,000

入会金 200,000 200,000 0

正会員会費 19,000,000 20,400,000 △ 1,400,000

賛助会員会費 22,880,000 22,960,000 △ 80,000

学生会員会費 200,000 200,000 0

40,000 40,000 0

雑収入 40,000 40,000 0

96,590,000 99,076,463 △ 2,486,463

77,580,000 81,081,180 3,501,180

大会事業費 23,880,000 20,355,000 △ 3,525,000

展示会運営委員会 680,000 750,000 70,000

技術調査事業費 8,940,000 13,127,780 4,187,780

教育事業費 1,150,000 1,500,000 350,000

会誌発行委員会 12,150,000 11,210,000 △ 940,000

国際事業費 400,000 500,000 100,000

支部事業費 4,080,000 3,673,400 △ 406,600

表彰委員会 1,100,000 1,100,000 0

事業/委員会共通事務費 25,200,000 28,865,000 3,665,000

18,900,000 18,915,000 15,000

給料手当 7,500,000 7,200,000 △ 300,000

退職給付費用 150,000 0 △ 150,000

福利厚生費 1,550,000 1,400,000 △ 150,000

会議費 375,000 450,000 75,000

旅費交通費 650,000 1,000,000 350,000

通信運搬費 350,000 490,000 140,000

減価償却費 0 10,000 10,000

業務委託料 0 0

消耗品費 375,000 435,000 60,000

修繕費（事務電子化経費） 1,650,000 1,450,000 △ 200,000

印刷製本費 225,000 100,000 △ 125,000

光熱水道費 125,000 125,000 0

賃借料 3,950,000 4,075,000 125,000

諸謝金 700,000 700,000 0

租税公課 650,000 830,000 180,000

雑費 650,000 650,000 0

96,480,000 99,996,180 3,516,180

110,000 △ 919,717 1,029,717

事業当期増減額 △ 23,310,000 △ 25,804,717 2,494,717

法人会計当期増減額 23,420,000 24,885,000 △ 1,465,000

経常外収益計 0 1,000,000 0

経常外費用計 0 3,000,000 0

当期営業外増減額 0 △ 2,000,000 0

　　　　　　　　投資活動収入計一般正味財産増減額 110,000 △ 2,919,717 3,029,717

一般正味財産期首残高 86,334,490 85,585,578 748,912

一般正味財産期末残高 86,444,490 82,665,861 3,778,629

指定財産期首残高 0 0

指定財産期末残高 0 0

86,444,490 82,665,861 3,778,629

正味財産増減予算書

平成31年4月1日から令和２年3月31日まで

一般社団法人　エレクトロニクス実装学会

科　目

Ⅰ 一般正味財産増減の部

（1）事業収入

　①会費収入

　③雑収入

　　　　　　　　経常収益計

２．経常費用の部

（1）事業費支出

　（2）法人会計支出

注1：事業を行うのための管理費用を分離計上。 管理業務と事業業務で職員の稼働時間で比例配分した給与手当及び福利厚生費を配分。その他退職給付
費用～雑費は等分で計上。

　　　　　　　経常費用計

　経常増減額

［2］経常外増減の部

Ⅱ指定正味財産増減の部

Ⅲ正味財産期末残高

【第 3 号議案】

の情報交流の場を提供するとともに、産業界･大学と連携する活動を行う。�

��）東北・北海道地区の活動計画�

東北・北海道地区の会員増強のために、支部発足し、支部発足のセミナー、宮城県との共

催セミナーを通じた積極的な学会の �� 活動等を行う。�

�

��� 表彰委員会活動（定款第 �条第 �号関係���

学会活動の活性化と研究開発者のモチベーションの向上のため、例年通り、エレクトロ

ニクス実装に関する学術の発展および学会活動に対して功績のあった方に学会賞、功績賞、

技術賞、論文賞、功労賞、およびマイスター賞を贈呈する。大会事業の各種イベント（春

季講演大会、秋季大会 ���、国際会議 ����）についても、例年通り優秀発表者を表彰する。�
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